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１．はじめに

　東京証券取引所（以下、東証）は、2021年４

月30日、TOPIX（東証株価指数）等の見直しに

係る指数コンサルテーションの結果を公表した。

今般公表した内容は、2019年12月に公表された、

金融審議会市場ワーキング・グループ「市場構造

専門グループ」報告書（以下、報告書）を踏まえ、

2020年12月25日から2021年２月26日までの間、

実施した指数コンサルテーションの結果を公表し

たものであり、市場構造等の見直しを契機とする

TOPIX等の見直しを含む東証算出指数に関する

一連の見直し方針を決定したものである。このう

ち、「東証マザーズ指数」については、2021年２

月26日までに提出された意見を踏まえ、原案を

修正する形で、2021年３月26日から４月９日の

間に追加の指数コンサルテーションを実施し方針

を決定した。

　本稿では、TOPIX等の見直しの背景と今回決

定した見直しの概要、および見直し後のTOPIX

の方向性について示す。

　本稿では、2022年４月４日の新市場区分への移行に伴う、TOPIXをはじめとする東証指数関連の見直し方針
について解説する。当方針は、指数コンサルーションを通じて、指数利用者、上場会社および投資家からの幅広
い意見を踏まえ決定している。TOPIXについては、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象として
の機能性を有するマーケット・ベンチマークとして、引き続き幅広く利用されるよう今般決定した方針に沿って
見直しを進めていく。
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